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毎
年
の
よ
う
に
ヒ
ッ
ト
ア
ニ
メ

を
製
作
し
て
い
る
ジ
ブ
リ
の
新
作

ア
ニ
メ
で
す
。
メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー

ト
ン
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
「
床

下
の
小
人
た
ち
」
を
基
に
、
古
い

屋
敷
の
台
所
の
下
に
暮
ら
す
小
人

一
家
の
物
語
。
企
画
は
「
崖
の
上

の
ポ
ニ
ョ
」
の
宮
崎
駿
が
担
当

し
、
監
督
は
「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
と
い

っ
た
ジ
ブ
リ
作
品
に
か
か
わ
っ
て

き
た
若
手
の
米
林
宏
昌
さ
ん
。

　

古
い
屋
敷
の
台
所
の
下
に
住

み
、
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
は
す

べ
て
床
の
上
の
人
間
か
ら
借
り
て

く
る
小
人
た
ち
。
題
名
の

「
借
り
ぐ
ら
し
」は
そ
ん
な
意

味
か
ら
の
言
葉
で
す
。
一
家
の
14

歳
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
は
、
好
奇
心

と
伸
び
や
か
な
感
性
を
持
つ
少
女

で
す
が
、
人
間
に
見
ら
れ
な
い
よ

う
、目
立
た
な
い
よ
う
、つ
つ
ま
し

さ
と
用
心
深
さ
を
求
め
ら
れ
る
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、

そ
の
屋
敷
に
引
越
し
て
き
た
心
臓

病
の
少
年
に
自
分
の
姿
を
見
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
少
年
の
両
親
は

離
婚
し
て
、
父
親
と
は
別
居
。
外

交
官
の
母
親
も
海
外
赴
任
す
る
こ

と
が
多
く
、
家
族
と
の
交
流
は
薄

い
。
屋
敷
に
は
少
年
と
祖

母
、
手
伝
い
の
お
ば
さ
ん

だ
け
。
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
は

父
親
と
い
っ
し
ょ
に
屋
敷

の
中
を
砂
糖
な
ど
の
生
活

品
調
達
に
で
か
け
ま
す
。

し
か
し
砂
糖
の
調
達
に
は

失
敗
し
、
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ

の
家
族
に
は
危
機
が
…
。

　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン

の
原
作
も
い
ま
書
店
の
店

頭
に
並
ん
で
い
ま
す
。
原

作
は
１
９
５
２
年
に
出
版

さ
れ
、
こ
の
年
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
賞
（
英
国
の
児
童
文

学
賞
）
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
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大
阪
城
の
南
に
広
が
る
「
難
波
の
宮
跡
」
の
遺
跡

は
、
発
見
さ
れ
る
50
年
前
ま
で
は
「
日
本
書
紀
」
に
記

さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
の
存
在
を

信
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ロ
イ
の
遺
跡
を
発
掘
し

た
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
、
こ
の
伝
説
の
遺
跡
を
掘

り
当
て
た
の
が
、
歴
史
学
者
・
山
根
徳
太
郎
氏
（
１
８

８
９
〜
１
９
７
３
）
で
す
。
大
阪
市
に
生
ま
れ
た
山
根

氏
は
、
少
年
時
代
か
ら
古
代
史
に
興
味
を
持
ち
、
高
校

教
師
な
ど
の
勤
務
を
経
て
、
大
学
院
で
歴
史
学
を
学
び

ま
し
た
。
１
９
１
９
年
、
陸
軍
用
地
か
ら
出
土
し
た
瓦

を
見
て
、
こ
の
地
に
「
難
波
の
宮
」
が
あ
っ
た
こ
と
を

確
信
し
ま
す
。
戦
後
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
始
め
ま

し
た
が
、
資
金
も
な
く
、
私
財
を
は
た
き
、
寄
付
を
募

っ
て
調
査
を
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
確
証
と
な
る
遺
跡

は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。「
難
波
の
宮
で
な

く
、『
難
破
し
た
山
根
の
宮
』
だ
」
な
ど
と
学
会
で
揶や

揄ゆ

さ
れ
な
が
ら
も
、
山
根
氏
は
ね
ば
り
強
く
調
査
を
続

け
ま
し
た
。
つ
い
に
１
９
６
１
年
、
第
11
次
の
調
査

で
、
宮
殿
の
跡
と
さ
れ
る
中
央
階
段
を
発
見
し
ま
す
。

こ
の
時
山
根
氏
は
「
わ
れ
、
幻
の
大
極
殿
を
見
た
り
」

と
い
う
名
言
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
調
査
は
進
み

ま
す
が
、
時
代
は
高
度
経
済
成
長
の
ま
っ
た
だ
中
。
遺

跡
は
高
速
道
路
や
ビ
ル
建
設
な
ど
開
発
の
波
に
さ
ら
さ

れ
ま
し
た
が
、多
く
の
人
が
保
存
運
動
に
立
ち
上
が
り
、

つ
い
に
宮
殿
中
心
部
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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　1909年（明治42年）に設立された「大
阪陸軍赤十字病院」は、第二次世界大戦
まで病床830を超す東洋一の赤十字病院
でした。戦時下には一般は外来しか受け
付けず、病院の全能力を戦傷者の収容・
治療にあてていました。看護婦も「赤十
字戦時救護班」という名で従軍看護婦と
して630人が戦地に送られ、26人が戦病

死したと言われています。病院には防空
壕用の地下通路もありましたが、1945年
の大阪大空襲では４ケ所に１トン爆弾が
落されました。戦後は米軍に接収され、
1955年（昭和30年）になって解除となり
ました。現在は、昔のままの姿で残る第
二病棟の建物が、戦時中の面影を偲ばせ
ています。

　

大
和
川
の
支
流
、
石
川
に
架

か
る
紅
白
色
の
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ

ク
な
吊
り
橋
で
す
。
１
９
２
８

年
（
昭
和
３
年
）
に
、
西
日
本

で
最
古
の
遊
園
地
・
玉
手
山
遊

園
（
１
９
９
８
年
に
閉
園
）
へ

の
通
行
路
と
し
て
、
大
阪
鉄
道

（
現
在
の
近
鉄
）
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
橋
の

管
理
は
国
分
町
（
現
在
の
柏
原

れ
を
感
じ
ま
す
。
遊
園
地
へ
の

入
口
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

歩
行
者
・
自
転
車
専
用
の
橋
だ

っ
た
の
で
す
が
、
遊
園
地
が
閉

園
に
な
っ
た
現
在
は
、
近
鉄
の

駅
を
利
用
す
る
通
勤
・
通
学
者

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
０

１
年
（
平
成
13
年
）
に
、
吊
り

橋
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

市
）
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

長
さ
は
１
５
１
メ
ー
ト
ル
で
幅

は
３
・
２
メ
ー
ト
ル
。
主
塔
と

橋
台
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

で
、
装
飾
を
兼
ね
た
赤
レ
ン
ガ

で
補
強
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
道

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
吊
り
橋
だ
け

に
、
渡
る
と
き
に
は
少
々
の
揺

れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
、
玉
手
山

遊
園
に
行
く
と
き
に
、
親
に
手

を
ひ
か
れ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
た

人
も
多
い
の
で
は
？

「
難な

に
わ波
の
宮
」と
山
根
徳
太
郎

大阪赤十字病院
（大阪市天王寺区）

「
わ
れ
、　　
　
　
　
　
　
　

幻
の
大
極
殿
を
見
た
り
」　

橋の造りは、童話の世界を連想させます

戦
時
中
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
病
棟

　仏像は人にあがめられ、下駄は人の足に敷かれます。でも、仏像も下駄も元を正せば、同じ
ようなただの木片にすぎません。物事の本質をとらえれば、つまらない事にこだわらずに生き
ていける。そうすれば本当に大切なことが見えてくるに違いないという意味です。
　「一休さん」でおなじみの禅僧・一休宗純（1394～1481）の言葉。一休

悟ってみれば
仏も下駄も
同じ木の片である

　避雷針の発明などで科学者として知られているベンジャミン・フランクリン（1706～1790）
は、アメリカの独立宣言の起草者の一人でもあります。アメリカの独立戦争中は、パリでヨー
ロッパ諸国の外交交渉を行い、フランスの協力や他の諸国の中立をとりつけ、国際世論の力を
集めて独立に貢献しました。

良い戦争、悪い平和など
あったためしはない

フランクリン

玉手橋
（柏原市）

現地へのアクセス

▼近鉄南大阪線「道明
寺駅」下車、徒歩約３
分。駅南側の踏切を渡
り、堤防をあがってす
ぐ

夢
の
遊
園
地
へ
続
い
た

　
　
　

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
橋

大阪城の南に広がる
「難波の宮」公園 　

人間から生活用品を借用して
床下で暮らす小人一家の物語

大阪市
中央区（ ）

遺跡を見下ろす山根
氏の胸像（大阪歴史
博物館） 　　　　　


